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情報提供
健診当日

医師  ：  オタバコさんは、問診票によると禁煙に関心をお持ちのようで

すが、今すぐ禁煙するつもりはないようですね。今後禁煙しよ

うと思われた場合に覚えておかれるとよいと思いますが、今は

禁煙の薬が使えるので、苦しまずに楽に禁煙できるようになり

ました。しかも、禁煙の治療に健康保険が使えますから、1～

2ヵ月ぐらいのタバコ代で治療が受けられるんです。

オタバコさん ：  へーえ、喫煙って治療することができるんですね。禁煙の薬と

いうのはテレビで宣伝している貼り薬のことですか。

医師  ：  そうです。貼り薬のニコチンパッチのほか、飲み薬も保険によ

る禁煙治療で使えます。ニコチンパッチは薬局でも販売して

いますが、ニコチンが多く放出されるパッチは医療機関でしか

処方できませんから、ヘビースモーカーの人は医療機関で治

療を受けるほうがよいと思いますよ。

オタバコさん ：  そうなんですか。よくわかりました。今すぐ禁煙する気持ちには

なりませんが、禁煙するときには医療機関に行くようにします。

いろいろ教えていただいてありがとうございました。

禁煙についての情報提供

喫煙は治療が必要な病気であり、 
有効な治療法があることを伝える
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現在、咳や痰が出ているようですし、階段を上ると

きに息切れも感じていらっしゃるようですね。これ

はタバコの影響だと思いますよ。禁煙するとこれ

らの症状はかなり改善され、楽になります。この機

会に禁煙してみませんか？

の場合

自覚症状や検査値などに異常のある

　情報提供は、検査値の異常や既往歴、自覚症状の有無にかかわらず、オタバコさん全員に実施します。情報提供の内容は、メタバコさん（P.9）と同

様に、1）禁煙が重要で優先順位が高いこと、2）喫煙は病気であり、有効な治療法があることを伝えます。

オタバコさんは以前から血圧が高めですね。高血

圧と喫煙が重なると動脈硬化が進んで、脳卒中

や心臓病にかかりやすくなります。オタバコさんの

ように高血圧の方には、禁煙が大切です。お手

伝いしますから、禁煙してみませんか？

オタバコさん、今回の検査結果では特に異常はあ

りませんでした。これは素晴らしいことですね。しか

し、これからの健康のために取り組んでいただき

たい課題があります。それはタバコです。現在の

良好な健康状態をさらに完全なものにしていただ

くためにも、禁煙されることをおすすめします。

の場合

自覚症状や検査値に異常がない

　　　　　
　禁煙の情報提供は、喫煙者の健康状態や関心事などを踏まえて、個人に合った情報を伝えることが動機の強化につながります。以下に

喫煙に関連した病歴や検査値の異常などを示します。

健診の場での動機づけに使える病歴や検査などの情報

常異の値査検たし連関に煙喫 ■  

・脂質異常（HDL⇩、LDL⇧、TG⇧）  

・糖代謝（血糖⇧） 

・多血症（赤血球⇧、ヘモグロビン⇧）  

・白血球増多（白血球⇧） 

・メタボリックシンドローム

歴病の連関煙喫 ■  

 ・糖尿病 

・脳血管障害（脳梗塞、くも膜下出血） 

・虚血性心疾患（異型狭心症を含む） 

・消化性潰瘍 

・COPD（慢性閉塞性肺疾患）など

■喫煙に関連した自覚症状

・呼吸器系（咳、痰、息切れ）など

解 説

（注）「健康保険を用いた禁煙治療の概要」についてはP.9の解説を参照してください。


